
AI 活用診断レポート

B 社 様

診断日: 2026 年 5 月 11 日 ｜ 日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

総合スコア 44 点 Lv1 関心期

分野 点数 状態

経営・戦略 50 点 これから

業務・現場活用 45 点 これから

データ・資産 50 点 これから

環境・ツール 40 点 これから

セキュリティ・ルール 35 点 これから

人材・リテラシー 45 点 これから

※ スコアは当社独自の診断基準による算出です。他社との順位づけではなく、御社の伸びしろの見取り図としてご覧ください。

興味・関心は育っています。まずは安全に使い始める「入口の整備」からです。

おすすめの最初の一歩 導入支援パック（環境整備）

Google Workspace 5 万円〜／Claude Code 10 万円〜（税別・定額・単発） ▶ 詳しくは 3 ページ 目へ



分野別の所見 — 6 つの視点から

点数はご回答から機械的に算出したものです。点数の低さは「伸びしろ」であり、順番に手を入れれば必ず上がり

ます。

■ 経営・戦略 50 点 ／ これから

社長ご自身が身銭を切って個人で AI を契約し、月に数回使っておられる —— この段階の会社の出発点として、

順番が正しいです。足りないのは熱意ではなく、それを会社の計画に変える器だけです。

■ 業務・現場活用 45 点 ／ これから

AI を使っているのは社長お一人で、用途もまだ調べ物が中心です。ただ「見積書」という、 AI が効きやすく

効果も測りやすい題材が既に見えているので、広げる先で迷うことはありません。

■ データ・資産 50 点 ／ これから

見積書は Excel フォーマットで運用されており、過去の見積が資産として残っています。この蓄積は、将来

「見積の下書きを AI に作らせる」ときの、そのまま教材になります。

■ 環境・ツール 40 点 ／ これから

会社のグループウェア（共有のメール・ファイル環境）が無く、 AI は個人契約のみ。診断全体で最初に手を

入れるべき箇所はここで、逆に言えば、ここさえ整えば他の分野は連鎖的に動き始めます。

■ セキュリティ・ルール 35 点 ／ これから

プロバイダ契約の中身が分からない状態は、 AI 以前の「 IT の足場」の問題です。責める話ではなく、小さな

会社では普通のこと。環境整備のついでに「誰が・何を・いくらで契約しているか」を一枚にまとめれば十

分です。

■ 人材・リテラシー 45 点 ／ これから

推進は社長お一人ですが、勉強会へ自ら足を運ぶ学びの姿勢があります。実務を担うお二人が社長と同じ画

面・同じ景色を見られるようになった時が、社内が動き出す時です。



まず、ここから — 最初の一歩のご提案

最初の一歩

導入支援パック（環境整備）

メール移行などの高リスク作業は行わず、 AI を安全に使い始める土台（アカウント・初期設定・基本的な

使い分けの説明）だけを、短期間・定額で整えます。

Google Workspace 5 万円〜／Claude Code 10 万円〜（税別・定額・単発）

「会社としてのメール・ファイル共有の環境がない」「個人で Gemini を契約しているが、会社としてど

う進めればよいか分からない」 —— このご記入がすべてです。環境・ツールは 40 点、セキュリティ・ルー

ルは 35 点。いま一番の壁は、 AI の腕前ではなく「会社として安全に使う足場」がないことです。 Google 

Workspace の入口整備を、メール移行のような高リスク作業抜きの定額でお引き受けするのが最短の一歩

です。個人契約の Gemini は、会社契約に移した時点で解約すれば重複払いも解消します。

その次の一歩

社内勉強会・研修

経営層・管理職・現場向けの 120 分実践研修を複数回で設計し、社内の足並みをそろえます。助成金の申請もナ

ビゲートします。（ 5 万円〜／回（税別）。人材開発支援助成金の活用実績あり（最大 75% 助成のケースも））

いま、やらなくていいこと

プロバイダ契約の全面見直しや、ホームページの作り直し。現状把握は必要ですが、 AI を使い始めるため

に契約の引っ越しまでは要りません。既存のメール環境はそのまま残し、新しい仕組みを横に足すだけで

始められます。

ご提案は、この 2 つ＋αまでに絞っています。あれもこれも、は勧めません。順番が大事だと考えているためです。



経営者の方へ

社長ご自身が先に AI を触っておられること —— これが御社のいちばんの財産です。多くの会社では、経

営者が様子見のまま社員に「使ってみろ」と言って、うまくいきません。御社は順番が正しいのです。

そのうえで率直に申し上げると、いまのままではその財産が会社の力になりません。個人契約の AI に

業務の情報を入れる形は、情報の置き場所という点でも、社員に広げるという点でも、早めに卒業した

い状態です。総合 44 点という数字は、伸びしろがそのまま数字になっているだけで、悲観する材料で

はありません。

最初の投資は、環境整備の 5 万円です。会社の器（ Google Workspace ）を安全に立ち上げ、その中で

AI を使える状態までお引き受けします。効果が見えてから次を考えていただければ十分で、月々の契約

で縛るものではありません。見積書づくりの時間短縮のような具体的な成果は、その足場ができてから

の二歩目・三歩目で狙います。

小さく始めて、効いたら広げる。製造業の設備投資と同じ考え方で進めましょう。

ご担当者の方へ

これから会社の AI 活用を担われるお二人（実務を担当される方々）へ向けて書きます。

今日からできることを一つ。普段お使いの見積書をひとつ選び、「この見積のどこに時間がかかってい

るか」を箇条書きにしてみてください。品目を調べる時間なのか、価格の確認なのか、体裁を整える時

間なのか。 AI に手伝わせる場所を決めるのは、この分解作業です。道具の操作は環境が整ってからで間

に合います。

つまずきやすいのは、最初から難しい仕事を頼んでしまうことです。まずはメールの下書きや文章の手

直しのような、間違えても困らない仕事から。社長が個人で使ってこられた実感を、社内の共通体験に

変えていく段階ですから、焦らず一つずつで大丈夫です。



次のステップのご案内

私たちの支援は「無料 AI 診断 → 環境整備（導入支援パック） → PoC・社内講座 → 伴走コンサル → 卒

業（自走）」の段階式です。どの段階も、ゴールは御社が私たち無しで回り続けることです。

本レポートは差し上げます。社内だけで進めていただいて構いませんし、ご不明点があれば報告会のあ

とでも、いつでもお尋ねください。売り込みのご連絡はいたしません。

日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

ai -consult@nichieikougyo.co.jp ｜ https://www.nichieikougyo.co.jp/ai -consult/


